
号の特集は「空き家対策」をテーマとしたが、それを決めたのは昨
年 7 月に行われた CUC 政策研究フォーラムの当日であった。この

フォーラムは本学大学院の政策研究科（博士課程）の主催で行われたもの
であるが、当日の議論がとても興味深いものだったため、これを誌面で残
しておきたいと考えたのである。私が特に重要だと感じたのは、空き家問
題に地域包括ケアシステムやコンパクトシティ構想が絡み、いずれも「地
域」に大きな役割が期待されているものの、地域のコミュニティはもう崩
壊してしまっているのではないか、との問題提起であった。つまり、どう
やって地域社会を再構築し、それを空き家対策や福祉の充実につなげてい
くのか、という問題意識がこの特集の根底にある。
　他方、編集が終盤に差し掛かるにつれて、新型コロナウィルスの問題が
世界を席巻しはじめた。日本でも、当初は水際対策として帰国者の隔離や
一部外国人の入国拒否などを行っていたが、徐々に感染が広がると、一斉
休校やイベント自粛といった国内の人の動きを制限する対応へと発展し、
3 月 11 日に予定されていた東日本大震災の追悼式も中止となった。本号で
も五十嵐氏（特集）、山田氏（リサーチ＆レビュー）、滝澤氏（トピックス）
がそれぞれの論考のなかで言及しているように、あの震災とその復旧・復
興プロセスは現在においても多くの教訓や示唆を与えているが、おそらく
今回の感染症も今後たびたび振り返ることになるだろう。何とかこの苦境
を乗り切り、将来の糧としていかなければならない。

千葉商科大学経済研究所
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